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ミック CT Venography（Conventional CTV）によって行われるのが一般的であるが、健
常なドナー候補者に対し造影剤投与と X 線被ばくを強いることが問題である。近年、造影
剤を使用せず被ばくのない手法として、SSFP（steady-state free-precession sequence）
および Time-SLIP（ time-spatial labeling inversion pulse）を用いた非造影 MR 
Angiography が注目されているが、これらの手法においては Banding artifact のために選
択的な肝静脈描出において十分な画質が得られないと報告されている。そこで本研究で
は 、 Banding artifact を 生 じ な い MPRAGE （ magnetization-prepared rapid 
gradient-echo）法を用いた非造影 MR Venography（MPRAGE-MRV）を考案し、生体肝
移植ドナー候補者の術前肝静脈解剖の評価における有用性を検討した。 
同一施設において 2014 年 6 月から 2016 年 4 月の間に生体肝移植ドナー候補者となっ
た連続する 73 人（男性 28 人、女性 45 人：平均年齢 42.4 歳、年齢幅 21〜67 歳）を対象





t 検定および Wilcoxon の符号順位検定にて検討した。 
 結果、再建を要した肝静脈枝は MPRAGE-MRV および Conventional CTV のいずれ
においても全て同定された。下大静脈に合流する肝静脈枝の本数は MPRAGE-MRV の方




Conventional CTV と同等の描出能を有することが示された。また MPRAGE-MRV の方
が Conventional CTV よりも多くの細かな肝静脈枝を描出する傾向があった。生体肝移植
ドナー候補者の術前評価において、MPRAGE-MRV は非侵襲的でありかつ描出能力が同等












静脈枝および細かな肝静脈枝の描出能は Conventional CTV と比較して同等あるいは同等




  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 29年 3月 22日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、
合格と認められたものである。 
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